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凡例




これは「現代」第二十六卷第十二號（昭和二十年十二月一日　大日本雄辯會講談社刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。








壕舎風の唄

福田　正夫








キリヤコンキリヽコンコロヽン

壕舎は啼きますうたいひます　メゾ・ソプラノの顫音トレモロで

うたはせるのは風なのですね

微風びふうにさへもキリヽコンコロヽンと燒とたんのきしり啼き

それは遠い颱風へのおびえをナ

西空の雲に聞くブリキ板のするどい觸感です






キリヤコンキリヽコンコロヽン

壕舎の啼くのは半病軀の老詩人がナ

ひとり口ずさむ胸の調しらべで

心にわだかまる不連續線のひゞき

眞晝の壕舎からその聲をうす日さす空が呼出します






キリヤコンキリヽコンコロヽン

壕舎の唄聲が少し嗄れるとやがて蒼錆びた夕暮です

ふとないだ風にしづかなおもひがあつて

それがひつそりと壕舎生活につたはつてくるのです

おゝそれはまるですがれ虫のせつなく燃える沈默……






キリヤコンキリヽコンコロヽン

せめていましんとしたたそがれの步みにナ

どよみわたる都會の再建の足音

それがうたひ出すのを聞きませう　その聲そのひゞきを——

やがて夜を……壕舎は風と共に啼き星と共にうたひ出して

仄かな曉の光を待つのです……




（卽興吟詠調作品）
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